


仕訳伝票転記とは

財務会計へ転記

●

●

給与計算へ転記

出面書のデータから、給与計算ソフト用のデータを作成します。

作成したデータは財務会計ソフト・給与ソフトでの読込処理が必要です。

1.

｢仕訳伝票転記｣はレッツ原価管理Go2で入力した伝票データを、財務会計ソフト・給与計算ソフトで読み
込める形式のテキストデータとして出力する処理です。

仕訳伝票転記は「財務会計へ転記」と「給与計算へ転記」があります。

転記方法には「通常転記」と「完成振替」があります。

読み込みの操作方法は各ソフトのマニュアルまたはレッツ原価管理Go2の転記マニュアルでご確認くださ
い。

仕入伝票、支払伝票、支払査定作成伝票、売上伝票、入金伝票、入金伝票振替形式から、財務会計ソフ
ト用のデータを作成します。

通常転記は、指定した期間中の伝票を財務会計ソフトで読込できる仕訳データにする機能です。

作成する対象の伝票種類や期間、転記単位(明細単位、仕入先別など)を指定できます。

完成振替は、原価や売上の科目を、工事が「完成」した際に計上する経理処理をおこなっている
場合に使用します。

また、完成振替は、原価科目のみおこなうことが一般的です。

本ガイドブックでは以下のような運用についてご説明します。

・ 「財務会計へ転記」のみおこなう

・ 完成振替は原価科目のみ
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（例）材料購入時の仕入伝票

科目　:　610　材料仕入高

税抜金額　：　18,000円

消費税額　：　1,800円

この伝票から以下のような仕訳データを作成します。

通常転記

未成工事支出金 18,000 ／ 工事未払金　 19,800

仮払消費税 1,800

完成振替

（製）原材料 18,000 ／ 未成工事支出金 18,000

※選択している財務会計ソフトや設定により出力内容は異なります
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運用のポイント

●

●

●

最初の金額が合っていないと、それ以降に合わせるのは難しいです。

転記をおこなう前に一致させてください。

●

●

●

→ 転記単位の説明は12ページを参照

→ 金額の確認方法は21ページを参照

財務会計ソフトでの読み込みをおこなう前に、財務会計ソフトのバックアップを取得してくださ
い。

2.

仕訳伝票転記の運用のポイントをご説明します。
運用を開始する前にご確認ください。

こまめにレッツ原価管理Go2と財務会計ソフトの金額の確認をおこなってください。

最低でも月に一回は転記処理をおこない、金額を確認してください。

通常転記の転記単位は「明細単位」をお勧めします。

→ 金額の確認方法は21ページを参照

レッツ原価管理Go2に入力した伝票番号や摘要を出力することができるため、財務会計ソフトと
の比較がしやすいです。

建設業向け財務会計ソフトをご利用の場合は、完成振替は財務会計ソフト側でおこないます。

レッツ原価管理Go2の完成振替機能は用いません。

最初の転記をおこなう前に、未成工事支出金や工事未払金など、毎月の転記後に確認する金額
がレッツ原価管理Go2と財務会計ソフトで一致することを確認してください。

運用を開始する前に設定の確認をおこなってください。

1伝票、もしくは1日分だけの転記をおこない、想定通りの仕訳になっているか確認してくださ
い。

科目や税区分コードが正しいか、税込か税抜か、金額が正しいか、など。

3



● 転記後の伝票は「転記済」がONになります。

この状態の伝票はできるだけ変更しないよう、社内に周知をしてください。

（変更すると、財務会計ソフトでも変更が必要になります）

● 環境設定の入力日付範囲で、伝票の入力・変更を制限することができます。

転記済みの期間の伝票入力を制限することで、改変防止に役立ちます。

（例）6月分の転記が終わったら入力日付範囲を7月以降にして、6月の伝票の修正をできなくす
る

→ 修正の手順は２９ページを参照

なお、転記済みの伝票を開こうとすると注意メッセージが表示されます。
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毎月の処理の流れ

① 金額を確認

② レッツ原価管理Go2で通常転記のデータを作成

③ 財務会計ソフトで通常転記のデータを読込み

④ 金額の一致を確認

3.

転記を月に一度実施する想定で、毎月の処理の流れをご説明します。
転記データの作成、読み込みの前後に、両ソフトの金額が一致していることを確認してください。

レッツ原価管理Go2と財務会計ソフトで、工事未払金、完成工事高、工事
未収入金の金額が一致していることを確認します。

金額の確認手順は21ページをご参照ください。

レッツ原価管理Go2に入力した伝票の金額に間違いがないことを確認し
ます。
財務会計ソフトで転記データを読み込んだ後にレッツ原価管理Go2の修
正をおこなうと、財務会計ソフトでも修正が必要になります。

転記データ作成の手順は11ページ、エラーの場合の対応は13ページをご
参照ください。

操作の手順は財務会計ソフトのマニュアルを、エラーの場合の対応は15
ページをご参照ください。
財務会計ソフトでデータの読込操作をおこなう前にバックアップを取得し
てください。

金額を確認

通常転記
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⑤ レッツ原価管理Go2で完成振替のデータを作成

⑥ 財務会計ソフトで完成振替のデータを読込み

⑦ 金額の一致を確認

⑧ 転記済の期間を伝票入力不可にする

設定方法は４ページをご参照ください。

レッツ原価管理Go2の環境設定で入力日付範囲を制限し、転記済の期間
の伝票新規作成や変更を不可にします。

転記データ作成の手順は11ページ、エラーの場合の対応は13ページをご
参照ください。

（例）6月分の転記が終わったら入力期間を7月以降に設定します

操作の手順は財務会計ソフトのマニュアルを、エラーの場合の対応は15
ページをご参照ください。
財務会計ソフトでデータの読込操作をおこなう前にバックアップを取得し
てください。

レッツ原価管理Go2と財務会計ソフトで、未成工事支出金と完成工事原
価の金額が一致していることを確認します。

金額の確認手順は21ページをご参照ください。

完成振替

伝票の入力を制限する
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転記設定

使用する財務会計ソフトを選択し、「転記設定」をクリックすると、転記設定画面が開きます。

設定する内容は選択した財務会計ソフトにより異なります。

作成する仕訳の基本設定をおこないます。

選択している財務会計ソフトによって設定項目が異なります。

税区分と税率毎の変換設定をおこないます。

「初期値に戻す」で選択している財務会計ソフトの標準的な税区分に設定します。

※ 完成振替時に消費税を計上する場合は「完課仕」(完成時課税仕入)を使用します。

科目台帳の原価科目の税区分初期値を「完課仕」にしてください。

科目台帳の税区分設定はこれから入力する仕入伝票に反映されます。既に入力している仕入伝
票は、メニューバー補助処理＞一括変更＞税区分にて一括更新をおこなってください。

4.

出力する項目や転記先のコードの設定をおこないます。

税区分

基本設定

部門使用の有無、仕訳の摘要に出力する項目、システム工事に紐づける科目の扱い、完成振替の対象
などを設定します。

必ず財務会計ソフトの税区分と一致していることを確認してください。

財務会計ソフトの設定によっては使用するコードが異なる場合があります。

7



●

●

● 完成振替をおこなわない運用（最初から原価科目を計上する運用）の場合

通常転記先に原価科目（材料費など）を入力します。

科目

レッツ原価管理Go2で登録している科目ごとに、転記した際の財務会計ソフト側の科目との紐付をお
こないます。

レッツ原価管理Go2では通常の科目として登録し、転記先で補助科目の紐付をおこないます。

完成振替をおこなう運用（工事が「完成」した際に原価科目を計上する運用）の場合

通常転記先は未成工事支出金の科目を入力し、完成振替転記先に原価科目を入力します。

補助科目への転記が必要な場合

通常転記先

未成工事支出金の科目を設定

完成振替転記先

原価科目を設定

通常転記先

原価科目を設定

レッツ原価管理Go2の科目 財務会計ソフト側の科目
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補助科目、取引先の設定は財務会計ソフトの設定に合わせておこないます。

得意先

科目タブ＞工事未収入金の通常転記先が、各得意先の総勘定科目に自動セットされます。

工事未収入金（科目分類＝売掛金（得意先）に登録された科目）の変換コード設定をおこないます。

「補助科目に複写」「取引先に複写」ボタンを使うと、得意先コードを補助科目や取引先にまとめて複写
することができます。
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補助科目、取引先の設定は財務会計ソフトの設定に合わせておこないます。

● 工事未払金を介さない仕訳
現金仕入などの特殊な運用の仕入先については、総勘定科目を現金科目に設定することで工事
未払金を介さない仕訳を作成することができます。

仕入先

仕入先によって買掛金や未払金等の別の勘定科目を設定したい場合、手入力で設定してください。

工事未払金（科目分類＝買掛金（仕入先）の科目の転記先）の変換コード設定をおこないます。

科目タブ＞工事未払金の通常転記先が、各仕入先の総勘定科目に自動セットされます。

「補助科目に複写」「取引先に複写」ボタンを使うと、仕入先コードを補助科目や取引先にまとめて複写
することができます。
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① 転記条件を指定し、F12実行をクリックします。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

出力設定の条件は選択した会計ソフトにより異なります。

伝票日付

対象伝票

使用する財務会計ソフト

財務会計ソフトの設定に合わせて「税込」「税抜」から選択します

「通常転記」

今回転記する期間の設定 （「転記済」がONの伝票は通常転記の対象外に
なります(「転記済」については4ページを参照)）

伝票種類ごとに転記条件を指定します

5. 通常転記

通常転記の手順をご説明します。
指定した期間中の伝票から、財務会計ソフトで読込できる仕訳データを作成します。

転記単位

転記処理区分

伝票番号

ファイル

「明細」「工事別仕入先毎（得意先毎）」「仕入先別（得意先別）」から選択し
ます （転記単位については次ページを参照）

この種類の伝票の転記を「する」「しない」から選択します

作成する仕訳データの開始伝票番号を指定します

出力するテキストファイル名を指定します

会計ソフト

経理方式

転記内容

①
②

④

③

⑤ ⑥

⑦

⑧
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② 仕訳確認モニターで内容を確認します。

テキストデータが作成され、完了のメッセージが表示されます。

エラーの場合は13ページを参照して対応してください。

仕訳確認モニターに作成したデータの内容が表示されます。

貸借の科目や金額、税込・税抜を確認します。
表示されている内容に誤りがある場合は、「転記済み解除」をおこなってから該当箇所を修正し、再度
転記処理を実行してください。

転記単位について

伝票種類ごとに転記単位を指定することができます。

明細 （こちらの使用をお勧めします）

レッツ原価管理Go2の1明細を1仕訳として出力します。

摘要にレッツ原価管理Go2の伝票番号や入力内容が出力され、修正などがあった場

合に対応する仕訳が探しやすいです。

工事別仕入先毎／工事別得意先毎

工事、仕入先（得意先）、科目、部門ごとに集計した金額で仕訳を作成します。

仕訳の日付は集計期間の末日が設定されます。

仕入先別／得意先別

仕入先（得意先）、科目、部門ごとに集計した金額で仕訳を作成します。
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エラーの対応

以下をご確認ください。

● 転記済ではないか

→ 転記履歴で過去に仕訳データの作成がおこなわれていないかご確認ください。

● 指定した期間内に伝票が存在するか

● 転記処理区分、仮伝票、第2区分、承認の設定が正しいか

→ 指定している条件の伝票が存在するかご確認ください。

● 対象になる伝票の「□転記済」「□非転記」のチェックがONになっていないか

→ これらのチェックがONの伝票は通常転記の対象外です。

6.

レッツ原価管理Go2での仕訳データ作成時、財務会計ソフトでの読込時に発生する主なエラーの対応方
法をご説明します。

データ作成時に『転記対象伝票がありません』と出る
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仕訳確認モニターの「エラー詳細」をクリックすると未設定の科目名、税区分が表示されます。

転記設定の「科目」「税区分」で未設定の科目、税区分の転記先を設定してください。

処理を閉じてから再度実行をしてください。

メニューバー　補助処理＞データ保守＞使用モニター　で、他のユーザーの使用状況を確認できます。

完成振替（完成）　

完成振替（部分完成）　

開いているとエラーになる処理

転記対象の伝票

振替対象の伝票、転記対象の工事登録、工事登録一覧

振替対象の伝票、工事登録一覧

データ作成時に『「科目」または「税区分」の転記先が未設定です』と出る

データ作成時に以下のメッセージが出る
　『転記に影響する処理が実行されています』　『工事登録一覧が実行されています』

作業種類

通常転記　

転記データ作成をおこなう際、自分もしくは他のユーザーが関連する処理を開いているとエラーにな
ります。
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エラーの内容により、以下をご確認ください。

●データの形式が違う

・　データ作成時の財務会計ソフトの指定が正しいか

→ 転記履歴でデータ作成時に指定したソフト名が確認できます。

・　財務会計ソフトでの読み込み処理の条件が正しいか

・　データファイルの指定は正しいか

●日付が不正

・ 作成した仕訳データの期間が財務会計ソフトの会計期間内か

●伝票番号が不正

・ 伝票番号が重複していないか

●科目がない

・　レッツ原価管理Go2の「転記先」のコードが財務会計ソフトのコードと一致しているか

●補助科目がない

・　得意先・仕入先が設定されているか

転記履歴については19ページ参照。

財務会計ソフトで読込エラーになる

→ 新しく得意先・仕入先を追加した場合、転記設定_得意先・仕入先で補助科目の登録が必要で
す。また、会計ソフト側でも追加処理が必要です。

→ ソフトの種類によって設定方法が異なります。

→ 科目の設定は8ページ参照。

→ 財務会計ソフトが伝票番号の重複を許可しない設定の場合、財務会計ソフトに登録済みの伝
票番号と重複しない番号で仕訳データを作成する必要があります。

使用できる伝票番号を確認し、レッツ原価管理Go2で仕訳データを作成し直してください。

各財務会計ソフトのマニュアル、または転記マニュアルにある「財務会計ソフトでの読込操作(通
常転記／完成振替)」をご確認ください。

・　レッツ原価管理Go2の転記設定の補助科目と財務会計ソフトの補助科目の設定が一致している
か

エラーメッセージは財務会計ソフトにより異なります。

また、財務会計ソフトの種類によっては該当しない内容もあります。

追加された得意先・仕入先は、転

記先が空白になっています。
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●部門がない

・　レッツ原価管理Go2の転記設定の部門コードが登録されているか

●取引先がない

・　レッツ原価管理Go2の転記設定＿科目の取引先出力にチェックが入っているか

・　取引先コードが登録されているか

→ 転記設定＿得意先・仕入先に取引先コードが登録されていないと、出力されません。

新しく得意先・仕入先を追加した場合、転記先が空欄になっているため登録が必要です。
また、会計ソフト側でも追加処理が必要です。

→ 転記設定の部門コードが登録されていないと、出力されません。

→ チェックが入っている科目のみ取引先を出力します。

・　レッツ原価管理Go2の転記設定の部門コードと財務会計ソフトの部門コードが一致しているか

・　レッツ原価管理Go2の転記設定＿基本設定の取引先コード（出力する、出力しない）と財務会計
ソフトの設定が合っているか。

・　レッツ原価管理Go2の転記設定＿基本設定の部門コード（損益科目のみ、全部門出力、出力しな
い）と財務会計ソフトの設定が合っているか
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完成振替

準備

以下を確認してください。

・ 通常転記が終わって、対象の伝票が「転記済」になっている

・ 完成振替をしたい工事が、工事登録で「完成」になっている

① 転記条件を指定し、F12実行をクリックします。

①

②

③

④

⑤

⑥

使用する財務会計ソフト

財務会計ソフトの設定に合わせて「税込」「税抜」から選択します

「完成振替」

「完成」「部分完成」から選択します

作成する仕訳データの開始伝票番号を指定します

会計ソフト

経理方式

転記内容

進捗区分

伝票番号

ファイル 出力するテキストファイル名を指定します

7.
完成振替の手順をご説明します。
工事が完成したタイミングで未成工事支出金を原価科目に振り替えます。

①
②

④

③

⑤

⑥
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② 完成振替工事選択画面で工事を選択します

完成工事が表示されるので、完成振替をおこなう工事は左端の「選択」をチェックON（☑）にします。

工事を選択したら[F12実行]をクリックします。

③ 仕訳確認モニターで内容を確認します。

仕訳確認モニターに作成したデータの内容が表示されます。

貸借の科目や金額、税込・税抜を確認します。
表示されている内容に誤りがある場合は、「転記済解除」を、おこなってから該当箇所を修正し、再度
転記処理を実行してください。

工事の表示件数が多い場合は、上の検索条件を入力し「検索」を押すと、工事を絞り込むことができま
す。

テキストデータが作成され、完了のメッセージが表示されます。

完成振替を実行した対象の工事は、「完成振替済」がONになります。

完成振替実行後、完成振替済の工事に紐づいた通常転記の仕訳データの科目は、完成振替転記先の
科目で出力されるようになります。
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転記履歴

①

②

履歴を選択した状態で[F6履歴詳細]をクリックすると、指定した条件などが確認できます。

転記履歴が表示され、処理日、内容、対象期間、会計ソフトが表示されます。

8.

財務会計転記の条件画面で[F6履歴]をクリックします。

転記データ作成時の履歴から、データを作成した日時や条件を確認することができます。
転記済解除をすると転記データ作成のやり直しができます。

転記履歴の確認
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転記データを作成し直す場合に使用します。

※

※

① ②

② ①

（完成振替の履歴を解除した場合は、対象となる工事の「完成振替済」のチェックがOFFになります。）

転記済の解除の順番転記した順番

転記済の解除

転記履歴を選択した状態で[F12転記済解除]をクリックすると、対象伝票の転記済のチェックがOFF
になります。

既に財務会計ソフトで転記データを読込済みの場合は、財務会計ソフト側でも読込データを削除
してください。

完成振替をおこなった通常転記をやり直したい場合、完成振替の転記済を解除してから通常転
記を解除します。

通常転記

完成振替 完成振替の解除

通常転記の解除
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レッツと会計の比較方法

①

②

③ 集計結果が表示されます。

残高の合計が指定した期間の最終日の未成工事支出金です。

この金額と、財務会計ソフトの貸借対照表の未成工事支出金を比較します。

9.

伝票日付　：　比較する伝票期間

出力帳票　：　未成工事支出金

レッツ原価管理Go2と財務会計ソフトの金額の比較方法をご説明します。
財務会計ソフトの操作方法は各ソフトの説明書でご確認ください。

出力形態　：　科目毎

集計タブ＞管理集計表＞決算集計を開きます。

条件を入力し、[F12実行]をクリックします。

未成工事支出金

※完成振替仕訳のデータを財務会計ソフトに読み込ませてから比較してください

以下の手順でレッツ原価管理Go2の未成工事支出金（未成工事の原価）を集計し、財務会計ソフトの
貸借対照表の未成工事支出金と比較します。
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①

②

③ 集計結果が表示されます。

「残高」が指定した期間の最終日の工事未払金（買掛金）の残高です。

この金額を財務会計ソフトの貸借対照表の工事未払金（買掛金）と比較します。

工事未払金

以下の手順でレッツ原価管理Go2の工事未払金を集計し、財務会計ソフトの貸借対照表の工事未払
金（買掛金）と比較します。

仕入期間、支払期間　：　比較する伝票期間

出力形態　：　仕入先別

集計タブ＞管理集計表＞残高一覧を開きます。

条件を入力し、[F12実行]をクリックします。

出力帳票　：　仕入先別残高一覧表
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①

②

【条件入力例】　

2024年5月末の完成工事原価を確認する場合

③ 集計結果が表示されます。

「仕入金額」が各工事の「完成工事原価」です。

この金額と、財務会計ソフトの損益計算書の完成工事原価を比較します。

完成工事原価

以下の手順でレッツ原価管理Go2の完成工事原価を集計し、財務会計ソフトの損益計算書の完成工
事原価と比較します。

出力帳票　：　工事一覧表

集計タブ＞工事集計表＞工事一覧を開きます。

条件を入力し、[F12実行]をクリックします。

集計期間　原価期間　：　[空欄]～[2024年5月31日]

工事　：　2024年5月の完成工事　　（工事の指定方法は後述）
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工事の入力欄で[F8参照]またはスペースキーを押し、工事検索画面を開きます。

画面上部に条件に合う工事が表示されます。

「完成日」に「2024年5月1日～2024年5月31日」を指定し、[絞込実行]をクリック
します。

工事の指定方法　（例：2024年5月完成の工事）

内容を確認して[OK]をクリックすると元の画面に戻り、工事一覧に工事が入力されて
います。
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完成工事高

①

②

③ 集計結果が表示されます。

「売上金額合計」の「合計」が指定した期間の完成工事高（売上高）です。

この金額を財務会計ソフトの損益計算書の売上高と比較します。

集計タブ＞工事集計表＞工事一覧を開きます。

条件を入力し、[F12実行]をクリックします。

以下の手順でレッツ原価管理Go2の完成工事高（売上高）を集計し、財務会計ソフトの損益計算書の
売上高と比較します。

出力帳票　：　工事一覧表

集計期間　売上期間　：　比較する伝票期間

財務会計ソフトが工事毎の会計管理に対応している場合、指定して工事毎の完成工事高を確認
することも可能です。

財務会計ソフトで工事毎の管理をおこなっていない場合は、この集計時に工事を指定しません。

工事　：　指定なし
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①

②

③ 集計結果が表示されます。

「残高」が指定した期間の最終日の各得意先の工事未収入金（売掛金）の残高です。

この金額を財務会計ソフトの貸借対照表の工事未収入金と比較します。

集計タブ＞管理集計表＞残高一覧を開きます。

条件を入力し、[F12実行]をクリックします。

売上期間、入金期間　：　比較する伝票期間

以下の手順でレッツ原価管理Go2の工事未収入金を集計し、財務会計ソフトの貸借対照表の工事未
収入金（売掛金）と比較します。

工事未収入金

出力帳票　：　得意先別残高一覧表

出力形態　：　得意先別
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以下の理由が考えられます。ご確認ください。

● 集計対象に「非転記」の伝票が含まれている。

● 集計対象に「出庫」の伝票が含まれている。

● 集計対象伝票の仕入先・得意先・工事が「非集計」になっている。

● 集計条件が転記データを作成した時の条件と合っていない。

● 転記データ作成した後にデータを修正している。

修正伝票があった場合の対応方法は29ページを参照。

そのため、財務会計ソフトへ転記した金額と異なる場合があります。

「非集計」がチェックONの仕入先・得意先・工事は、集計の種類によっては集計の対象外になりま
す。

集計では「出庫」も含んだ状態で集計をするため、財務会計ソフトへ転記した金額とは異なりま
す。

出庫伝票は入庫伝票とセットで使われるため、仕入先「出庫」の伝票は「転記済」をONにし、通常
転記に含めない運用が標準です。

対象伝票の条件（仮伝票、第2区分、承認）や税込税抜、集計対象期間などを転記データ作成時と
合わせてください。

財務会計へ転記の画面を開き「F3修正リスト」から、転記データを作成した後に修正のあった伝
票がないか確認します。

金額が合わない場合は？

決算集計以外の集計では「非転記」も含んだ状態で集計をするため、財務会計ソフトへ転記した
金額と異なります。

27



28



転記後の伝票修正

レッツ原価管理Go2での操作

①

②

③

財務会計ソフトでの操作

（完成振替済の明細は一番右端に「済」と表示されます。）

修正量が少ない場合

1明細の金額を変更するなど、修正量が少ない場合は、レッツ原価管理Go2と財務会計ソフトでそれ
ぞれ修正をおこないます。

[OK]をクリックします。

修正する明細が「完成振替済」の場合は、完成振替分の仕訳の修正もおこないます。

10.

未転記になる旨のメッセージが表示されます。

[OK]をクリックします。

「□転記済」がOFFの状態で伝票が開きます。

明細の修正をし「□転記済」のチェックをONにしてから、伝票を保存します。

以下の手順で転記済の伝票を修正します。

対応する仕訳を探し、金額の修正をします。

摘要に出力した「*」や伝票番号、取引先名などを用いて対応する仕訳を探します。

転記データを財務会計ソフトで読込した後、伝票の修正が必要になった場合の変更手順をご説明します。

金額を変更する伝票を開こうとすると修正するかどうか
の確認メッセージが表示されます。
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レッツ原価管理Go2での操作

①

② 修正する伝票を開きます。

明細を修正して[F12登録]で登録します。

③ もう一度転記処理をおこないます。

財務会計ソフトでの操作

詳細な操作方法は財務会計ソフトのマニュアルでご確認ください。

①

②

以下の手順で転記済の伝票を修正します。

[F6履歴]から転記履歴を開き、やりなおしたい転記を選択し[転記済解除]をクリックします。

転記済解除の操作方法、注意事項は20ページを参照。

作業をおこなう前にそれぞれのソフトでバックアップを取得してください。

読込処理で追加したデータを削除します。

作成し直した転記データの読み込みをおこないます。

レッツ原価管理Go2、財務会計ソフトで転記処理をやりなおすことができます。

修正量が多い場合
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